
協賛企業・助成金一覧

賛助

武田薬品工業株式会社

寄付

株式会社池田理化

田辺三菱製薬株式会社

ファイザー株式会社 MEG-J教育助成・慈善的寄附制度

ブース展示

エルエスジー株式会社

有限会社オーバー・ザ・トップ。

キッセイコムテック株式会社

フィリッフ。ス・レスヒ。ロニクス合同会社

プライムテック株式会社

和光純薬工業株式会社

広告掲載

アトー株式会社

岩井化学薬品株式会社

サニタ商事株式会社

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

ファイザー株式会社

ライフテクノロジーズ、ジャパン株式会社
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大会準備委員

大会会長

三島和夫(国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部部長)

大会実行委員会

北村 真吾(国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部)

肥田 昌子 (国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精1111生理研究部)

榎本みのり (国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部)

渡遺真紀子 (国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所精神生理研究部)

野崎健太郎 (国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部)

守口善也 (国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精1113生理研究部)

栗山健一 (国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所成人精神保健研究部)

亀井雄一 (国立精神・神経医療研究センター病院臨床検査部)

プログラム委員会

池田正明 (埼玉医科大学医学部生理学/塙玉医科大学ゲノム医学研究センター)

岩崎秀主性(早稲田大学先進理工学部電気・情報生命工学科)

内山 真(日本大学医学部精神医学系)

海老原史樹文(名古屋大学生命農学研究科バイオモデ‘リング講座)

太田英伸 (東北大学病院周産母子センター)

栗 山健一 (国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所成人精神保健研究部)

柴田重信 (早稲田大学先進理工学部電気・情報生命工学科)

中尾光之 (東北大学大学院情報科学研究科応用情報科学専攻)

肥田 昌子 (国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部)

深田吉孝(東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻)

三島 和夫(国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所精神生理研究部)
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アトー株式会社
生化学・分子生物学・遺伝子工学研究機器

開発/生産/販売/サービス

主要製晶

-ペリスタポンプ
・クロマトグラフ
・電気泳動分析機器

圃URLhttp://www.atto.co.jp/ 

.ONA分析機器
・画像分析システム
.発光分析装置

・バイオ研究機器
・医療分析装置

-本 社〒113-∞34東京都文京区湯島ト5-32fi (03) 3814-4861 (代表)@(03)3814-4868 
.技術サービス fi(03) 3814-4794 (代表)⑤(03)3814-4856 

・技術開発干110-0016東京都台東区台東2-21-6fi (03) 5818-7560 (代表)⑤(03)5818-7563 
センター (東京都許可医療機器製造業)

・大阪支庖干530-0054大阪市北区南森町2-1-7fi (06) 6365-7121(代表)@(06)6365-7125 

-本社 e-mail:info@atto.co.jp -大阪支庖 e-mail:osaka@atto.co.jp 
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髄謹躍塑盟盟関車理監盟

米国A.M.I祉製アクティグラフ
日本睡眠学会及び米国睡眠学会(AASM)

始め、世界の睡眠研究者が

評価するその信頼性を

20年に亘り学術研究水準の正確さで

睡眠/覚醒リズムの

時間精度を維持しております。

-2サニタ商事株式会社〒間間炉支~長崎
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JZOLOFT ~ Tablets 2Smg.SOmg 
塩酸セルトラリン錠|劇薬処方せん医薬品 | 注意ー医師等の処方せんにより使用すること

睡眠導入剤 匿亘霊亘 抗不安剤 匿亘豆盟

八111:1"コ@ νヲナ']J~ス@
卜リアゾラム錠 0.125mg錠・0.25mg錠 アルプラゾラム錠 O.4mg錠・O.8mg錠
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一効能・効果、用法・用量、禁忌を含む使用上の注意等については添付文書をご参照ください。

2009年12月作成

製造販売

ファイザ'ー株式会社
〒151-8589車京都渋谷区代々木3-22-7

資料舗求先 製品情報センター



[禁忌(次の患者には投与しないこと)]
(1 )急性狭隅角緑内障のある患者
(2)重症筋無力症の患者

[原則禁忌(次の患者には投与しないこと
を原則とするが、特に必要とする場合に
は慎重に投与すること)]
肺性心、肺気腫、気管支陥息及び脳血
管障害の急性期等で呼吸機能力主高度
に低下している場合
「重大な副作用」の項参照

[効能・効果]

不眠症、麻酔iiir投薬

[用法・用量]
本剤の用品は、年齢、症状、疾'11，などを考慮して適宜削減
するが、一般に成人には次のように投与する。

・不眠症
llffiプロチゾラムとして0.25mgを就寝前に経口投与する。
.麻酔前投薬

手術前夜 1回プロチゾラムとして0.25mgを就位iiirに経
日投与する。

麻酔前lIITIプロチゾラムとして0.5mgを経口投与する。

1く用法・用量に関連する使用上の注意>
1不眠症には、就寝の直前に服用させること。またJ服用しl
;て就寝した後、睡眠途中において一時的に起床して仕1

i :!J!~~~土手刀伎母方争五些1411RFFFfFr子主0・- --_.... 
[使用上の注意l
1慎重投与(;欠の患者には慎重に投与するとと)
(1)衰弱!品者
(2)高齢者「I4齢者への投与Jの攻参照
( 3) 心障害、 JJ干断書、腎締筈のある.rJ.•1，者
(4))脳にt品質的陣容のある忠者

2.重要拡基本的注意
(1)本剤の量生智が盟申l以後に及び、眠気、注意力・集中力・
反射運動能力等の低下が起こることがあるので、自
動車の巡転等の危険を伴う機械の操作に従<JIさせ
ないよう注意すること。

(2)レンドルミンD錠O.25mg:本剤は口腔内で崩壊
するが、口腔粘膜からの吸収により効来発現をJVJ倒
する製剤ではないため、)bl駿1査は唾液又は水で臥み
込むこと。

3相互作用
本押r]I立、主として薬物代謝静l!;;CYP3A4で代謝される。
[併用注意1(併用に注意すること)
;長邦l名等/アルコール(飲酒)、中;js神経抑制j剤[7エノ
チアジン誘導体・パルピツーJレ酸誘i刑事]、イトラコナゾ-)レ、
ミコナゾーJレ、シメチジン、モノアミン般化商事紫阻害邦l
4.副作用
レンドルミン錠(普通錠)について、臨床試験及ひ下}容査
終了1時の調査症例数6.548f0J中、刷作用が報告された
のは256例(3.91%)であった。主な日l作用l主、残限感・眠
気144件(2.20%)、ふらつき661'1'(1.01%)、耳i!fI感50併
(0.76%)、だるさ特例(0.73%)、めまい25件(0.38%)、頭
揃8件 (0.1 2% ) 、 m怠!~71'I'( O.l l %) 等であった。 また、
臨床検査他においては特に一定の傾向を示す変動は

(1)重大芯副作用
1)肝機能障害、賞痘(頻度不明):AST(GOT)，
A LT (GPT) 、 y.GTP上!il.~;の肝機能障害、'!I<・痘
があらわれることがあるので、災'i;:;が認められた場
合には、直ちに投与を中止し、適切な処mを行うこと。
2)一過性前向性健忘、もうろう状態(頻度不明)
一過性前向性健忘、また、もうろう状態があらわれる
ことがあるので、本邦lを投与する場合には少量から
開始するなど、慎重に行うこと。なお、十分にj't醒し
ないまま、111の運転、食司は?を行い、その1.1.¥来事を
記憶していないとの報告がある。 j\l 'i; ~が認められ
た場合には投与を中止す一ること。

(2)重大広副作用(類薬)
呼吸抑制(頻度不明)ベンゾジアゼピン系薬剤の投
与により、呼吸抑制があらわれることが報告されている
ので、このような場合には気道を確保し、換気をはかる
など適切な処位を行うこと。

fJ!.められていない。
※詳細|ま2008年1月改訂添付文書等をご覧ください。

同国.ヨ~1d1ヨ:!c司刃躍!lll*IC:!i理 Eコ混1)

睡眠導入剤(ブロチゾラム口腔内崩蟻錠) I員EE芸昂 I ;~tt工E薬昂担

ι主ドルミミJ@D錠O.25mg
睡眠導入剤

ιミドルミミ@錠O.25mg忠 d
Lendormin" D Tablets O.25mg・TabletsO.25mg (ブロチゾラム製剤)
注1)注意習慣性初、泣)注意ー医師等の処方せんにより使用すること 薬価基準収載

日本べ-リンガーインゲル)¥イム株式会社
-6017東京都品川区大崎2丁目1番1号

抑制作成⑥



カウンテス自動セルカウンター

Let the Countess™ do the counting I 

~岡町指定石慶喜持ヲ開閉剛・
(9I;]∞ブランドが I I 

i 信頼性と再現性の高い棚包培養を提供 』・

GIBCO'"細胞培養製品

Countess™自動セルカウンターは、簡便、迅速、 正確に生死細胞数をカウン 卜

します。目視計測によるエラーを排除し、手動計測の煩雑さもありません。

時間の節約になり、抜群に精度と再現性が増します。

j用問曙曹駅司守明間違~守喜一寸同一弔問甲町~・

| プラスミドlW.i.l精製を自動化 I I 
iわずかrn分で高純度のプラスミド抽出 J・
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BenchPro™ 21 00 Maxi 
プラスミドプロセッシンク、ステーション Neon ™ Transfection System 

巴 吟|
"あるといいね"をカタチにしました

Invitrogenのベンチトップ機器

ゐinvitrogen'.
by4…叫ば

一一一ライフテクノロジーズジャパン株式会社
干108・0023 東京都港区芝浦4-2-8

TEL : 03-6832-9300 FAX: 03-6832・9580 www.invitrog巴n.Jp

研究用にのみ使用できます。診断邑的およびその手続き上での使用は出来ません。

。Copyright2010， Life Technologies Japan Ltd. AII rights reserved 




